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５月２６日のウクライナ情報 
安斎育郎 

❶ロシア、ウクライナに「和平合意案」近く引き渡しへ 両国、捕虜交換の第 1 弾実施

（産経新聞、２０２５年 5 月 24 日） 

 ウクライナ侵略を続けるロシアのラブロフ外相は 23 日、トルコで 16 日に行われた露・ウクライナの

直接交渉で合意された「1 千人対 1 千人」の捕虜交換の完了次第、ウクライナに対し、紛争終結に向け

た「和平合意の文書案」を引き渡す用意があると述べた。モスクワで開いた記者会見で発言した。 

両国は 23 日、捕虜交換の第 1 弾として、軍人 270 人と民間人 120 人の計 390 人ずつの交換

を実施。ウクライナのゼレンスキー大統領によると、24 日以降も捕虜らの交換が続けられる予定。 

記者会見でラブロフ氏は、16 日の露・ウクライナ直接交渉に関し、両国が捕虜交換に加えて「安定

的かつ長期的、包括的な和平合意を達成するための条件を概説した文書案」を準備することでも合意

したと主張。ロシアは現在、文書案の作成をほぼ終えているとした。 

これに先立ち、直接交渉で露代表団を率いたメジンスキー露大統領補佐官も、両国が次回協議まで

に「将来の停戦に関する自身の見方」をまとめた文書を作成し、相手に引き渡すことで合意したと発言

していた。 

ただ、ウクライナ側によると、直接交渉でロシアは「不条理な要求」を提示。ロシアが一方的に併合を

宣言したウクライナ東・南部 4 州からの同国軍の撤兵などを求めたとされることを指すとみられる。

ロシアがウクライナに渡す和平合意案もこうした要求を反映したものになる見通しだ。 

ゼレンスキー氏は 19 日、4 州からの軍の撤兵要求には応じないと明言しており、ウクライナはロシ

アの和平合意案を受け入れない公算が大きい。（小野田雄一） 

https://news.yahoo.co.jp/articles/bb439c0452f498451ac246f61b552fc04

745690b 

 

❷ロシアとウクライナの停戦協議 バチカンでの開催案 ラブロフ外相拒否する考え

（テレ朝 news, ２０２５年 5 月 23 日） 

ロシアとウクライナの停戦協議を巡り、浮上しているバチカンでの開催案をロシアのラブロフ外相が

拒否する考えを示しました。 

ラブロフ外相は 23 日、「『ロシア正教会』の国が『カトリック』の領土で議論するのはふさわしくな

い」とし、ウクライナと停戦協議をバチカンで行うことは非現実的だと述べました。 

ラブロフ外相はウクライナがロシア正教会の活動を事実上禁し、ロシア正教会におけるクリスマスを

従来の 1 月 7 日から 12 月 25 日に変更したことなどを念頭に「ウクライナでロシア正教会が破壊さ

れている問題も解決するべき問題だ」として、宗教問題もテーマとなる以上、バチカン開催の中立性

を疑問視しました。 

また、ラブロフ外相は和平案のための覚書の作成は進んでいるものの、2 回目の協議の時期や開

催場所はまだ決まっていないと述べました。 

さらに、戒厳令によって大統領選を行っていないゼレンスキー大統領について「正当性がない」と改

めて主張しました。 

https://news.yahoo.co.jp/articles/bb439c0452f498451ac246f61b552fc04745690b
https://news.yahoo.co.jp/articles/bb439c0452f498451ac246f61b552fc04745690b
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そのため、合意案ができたとしても誰が署名をするかは依然として問題だと主張しました。 

ロシアは停戦協議の過程でウクライナの大統領選実施も求めていくとみられます。 

 

https://news.yahoo.co.jp/articles/947c97056778502ac1926ca40230537f

e9b37ad9/images/000 

 

❸ ウクライナ、ソ連崩壊後の国境回復は断念やむなし＝前総司令官（ロイター、２０

２５年 5 月 23 日） 
［２２日 ロイター］ -ウクライナは１９９１年のソ連崩壊後、ないし２０２２年のロシアによる侵攻開始

時の領土を回復するという考えを現実的には放棄せざるを得ない――。ウクライナのメディア「ＲＢＫ

ウクライナ」は２２日、バレリー・ザルジニー前総司令官が首都キーウで開かれた会合で、こうした見方

を示したと伝えた。 

現在駐英ウクライナ大使を務めるザルジニー氏は２４年２月、総司令官を解任された。それ以前の数

カ月、ゼレンスキー大統領との確執が何度も報じられていた。 

ゼレンスキー氏を含むウクライナ政府首脳や高官は長らくロシアに対して、ソ連崩壊時のウクライナ

領土から完全に軍を撤退させるよう求め、その対象にはロシアが１４年に併合したクリミア半島も含ま

れた。 

しかし最近数カ月で停戦に向けた協議に力を入れ始めたウクライナ政府は、領土問題でこれまでよ

りも強硬姿勢を後退させている。 

こうした中でザルジニー氏は「この部屋には、ウクライナが平和とともに１９９１年もしくは２０２２年

の国境線を取り戻し、その後大変幸せになれるという奇跡や幸運の兆しをまだ期待する人々はいない

と希望する」と語った。 

ザルジニー氏は「私の見解では敵（ロシア）はなお、わが国の領土に攻撃や特殊作戦を行う資源と

力、手段を有している」と指摘。この１年消耗戦を仕掛けているロシアに対抗する上で、兵力が相対的

に小さく経済的に厳しい環境にあるウクライナが唯一頼れるのは先進技術になると力説しつつ「生き

残りのためのハイテク戦争」を展開するしかないと強調した。 

https://news.yahoo.co.jp/articles/947c97056778502ac1926ca40230537fe9b37ad9/images/000
https://news.yahoo.co.jp/articles/947c97056778502ac1926ca40230537fe9b37ad9/images/000
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https://news.yahoo.co.jp/articles/ebf7143d973f256f7a7ad1c82671e83bd8d

fd707/images/000 

 

❹アングル：ウクライナと欧州、米ロ首脳会談結果に深い失望感（２０２５年 5 月 21
日） 

［キーウ／ベルリン／パリ ２０日 ロイター］ - ウクライナとロシアの戦争を巡り、ウクライナや欧州

の同盟諸国は自分たちの方に大義があるのだとトランプ米大統領を説得し続けてきたが、そうした努

力が実を結ぶことなく事態は振り出しに戻ってしまった。 

トランプ氏は１９日に行ったロシアのプーチン大統領との電話会談で、それまで主張してきた無条件

の３０日間停戦要求を取り下げた。これはウクライナが支持し、ロシアが拒否してきた内容だ。 もっと

見る 

また２４時間以内に戦争を終わらせるという公約を掲げていたトランプ氏は、もはや仲介は自分の

仕事ではないとの考えも示唆し、ウクライナと欧州の同盟諸国を不安にさせている。 

２月のウクライナのゼレンスキー大統領とトランプ氏の会談が口論に発展する結果となって以来、欧

州各国首脳が両者の関係修復に急いで尽力してきた矢先に、ウクライナにとって新たな頭痛の種がも

たらされた格好にもなった。 

米ロ首脳電話会談の数週間前から、トランプ氏はロシアがウクライナ和平を推進する姿勢を見せな

ければ、より厳しい制裁を科す方針を示し、ウクライナ側はこれがプーチン氏に過大な停戦条件を引っ

込めさせる力になると期待していた。 

しかし今や、米国のロシアに対する「ムチ」は消えてしまった。その代わりに戦争終結後に米国との経

済協力が用意されるという「アメ」が登場している。 

ある欧州の外交官は「トランプ氏は１８日の欧州首脳との電話会談では、無条件停戦案と、進展がな

ければ（新たな）制裁を適用することに同意していた」と明かす。 

https://news.yahoo.co.jp/articles/ebf7143d973f256f7a7ad1c82671e83bd8dfd707/images/000
https://news.yahoo.co.jp/articles/ebf7143d973f256f7a7ad1c82671e83bd8dfd707/images/000
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ところが「トランプ氏はプーチン氏との会談でこの考えを放棄したのは間違いない。彼を一日以上

信用するのは不可能で、彼はウクライナに全く関心がないように見受けられる」とこの外交官は説明し

た。 

事情に詳しい関係者の１人は、米ロ会談後にトランプ氏と会話した欧州首脳の反応は「ショック」の

一言だったと述べた。 

＜時間稼ぎ＞ 

米ロ会談後、ウクライナと欧州の同盟諸国は改めて結束し、ロシアへの新たな制裁を発表するとと

もに、米国へ協力を働きかけ続けると表明。またトランプ氏の気が変わる可能性への望みを捨ててい

ない。 

しかしプーチン氏への不信感は根強い。ロシアはこの１年余りで１０００キロに及ぶ前線の各方面で

占領地域を増やし、どんな合意においても戦場の現実が反映されるべきだと主張している。 

ドイツのピストリウス国防相は２０日に「プーチン氏はわざと時間稼ぎをしている。残念ながらプー

チン氏は和平に全く興味がないと言わざるを得ない」と語った。 

英王立国際問題研究所（チャタムハウス）の「ウクライナ ・フォーラム」責任者を務めるオリシア・ルト

セビッチ氏も、プーチン氏は和平交渉を急いでいないと認めた上で「ロシアにとって戦場と外交はコイ

ンの裏表の関係にある。プーチン氏は外交を先延ばしにして、欧州が組織的に動く機会を与えないこ

とで、戦場における優位を確保している」と指摘した。 

こうした中でウクライナとしては、ロシアに敗北しないためには米国の支えは欠かせない。米国は数

百億ドルに上る軍事支援を通じてウクライナの戦争遂行に最も大きく貢献している国で、ウクライナ

はリアルタイムでの作戦行動や敵の標的を定める際に米軍からの情報提供に頼っている。 

ただトランプ政権は、バイデン前政権が決めた軍事支援が夏にかけて途絶えた後、引き続き支援を

するかどうかまだ態度をはっきりさせていない。 

欧州諸国は直接支援と兵器購入の継続を約束しているとはいえ、米国がその兵器の売却を承認し

ないと話は進まない。さらに防空ミサイルや短距離誘導ミサイルなどの米国製装備は代替が不可能

だ。 

ロシア経済はエネルギーや銀行の分野に対する西側の制裁を何とかやり過ごしているが、膨大な軍

事費の負担でほころびが見え始めているだけに、米国が経済面で圧力を加えれば、ウクライナにとっ

ては追い風になる。 

＜天国から地獄＞ 

ウクライナと欧州の同盟諸国は、ロシアに圧力をかけてほしいという対トランプ氏の説得が功を奏

し始める兆しが見えたと思っていただけに、今回の米ロ会談の結果は受け入れがたいだろう。 

トランプ氏は３月から４月にかけて、停戦に後ろ向きなプーチン氏の態度に不満を示し、自分は同氏

にもてあそばれているのではないかと疑問を呈しつつ、ロシアへの制裁強化をちらつかせていた。 

領土を含む幾つかの重要な問題で米国と欧州の立場には隔たりがあったものの、ウクライナ政府は

トランプ氏のこうした発言を好材料だと受け止めた。先月にはウクライナと米国が鉱物資源開発を巡

る協定に調印し、最近ではイスタンブールでロシアとウクライナの代表団が約３年ぶりに直接協議をし

たことも、停戦への進展期待を高める形になった。 

それだけにウクライナと欧州諸国が米ロ会談後に味わった失望感はあまりに明白だ。 



5 

 

別の欧州の外交官は「一歩進んで二歩、あるいは十歩下がった。われわれはトランプ政権にロシアへ

の圧力をかけてというメッセージを送り続ける」と述べた。 

 

https://jp.reuters.com/world/ukraine/CEFKKMDFRRLSBCQTLKNSLEX554-

2025-05-21/?rpc=122 

 

❺泥舟からの逃亡者（CNN, ２０２５年５月２０日） 
ロシアとの交渉中、ウクライナ側通訳が行方不明に 

イスタンブールでのロシアとの交渉で、ウメロフ国防相のチームの一員だったウクライナ代表団の通

訳オレグ・ゴロフコ氏が、休憩タイムに部屋を出て、戻ってこなかったと CNN トルコ通信が報じた。 

https://x.com/i/status/1924515198096048547 

 

https://x.com/Kumi_japonesa/status/1924515198096048547?s=09 

 

https://jp.reuters.com/world/ukraine/CEFKKMDFRRLSBCQTLKNSLEX554-2025-05-21/?rpc=122
https://jp.reuters.com/world/ukraine/CEFKKMDFRRLSBCQTLKNSLEX554-2025-05-21/?rpc=122
https://x.com/i/status/1924515198096048547
https://x.com/Kumi_japonesa/status/1924515198096048547?s=09

